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陶
業
に
お
け
る
瀬
戸
・
東

濃
・
名
古
屋
の
闘
係j時

太
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m 
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1 

陶
磁
器
の
別
名
を
瀬
戸
物
と
稽
ず
る
位
で
、
愛
知
・
岐
阜

燃
に
亘
っ
て
生
産
さ
れ
る
瀬
戸
系
統
の
製
品
は
、
我
が
陶
磁
器

全
産
額
の
六
制
に
上
り
、
輪
出
口
聞
に
至
つ
て
は
、
八
割
以
上
に

も
達
し
て
ゐ
る
。
と
の
工
業
集
積
に
つ
い
て
は
、
種
h
注
意
す

べ
き
問
題
が
認
め
ら
れ
る
が
、
就
中
興
味
を
惹
く
の
は
、

の
立
地
が
か
左
り
明
瞭
に
区
別
さ
れ
た
一
一
一
地
医
に
分
れ
、
そ
れ

ぞ
れ
製
品
・
製
造
組
織
・
経
管
規
模
を
異
に
す
る
事
寅
で
る
る
。

詳
言
す
れ
ば
、
先
づ
潮
戸
地
匪
は
、
陶
磁
業
注
る
章
一
産
業

に
よ
っ

τ市
制
を
布
く
ま
で
に
渡
達
し
た
瀬
戸
を
中
心
と
し
、

陶
業
に
お
け
る
瀬
戸
・
東
漣
・
名
古
屋
四
閥
係

そ

附
近
の
品
野
・
水
野
・
赤
津
等
各
町
村
に
及
び
、
小
工
場

ιよ
る

内
地
向
製
品
の
生
産
を
普
通
の
形
態
止
す
る
。
次
に
東
護
地
匝

. 
一一一一一

は
、
土
岐
川
の
渓
谷
に
散
在
す
る
笠
原
・
駄
知
・
妻
木
そ
の
他
の

町
村
で
、
笠
原
の
コ
ー
ヒ
ー
碗
、
茶
漬
茶
碗
、
妻
木
の
コ

l
ヒ

l
m
と
、
豪
落
に
よ
っ
て
専
業
化
し
、
家
庭
工
業
に
よ
っ
て
、

内
地
向
と
輸
出
向
と
が
略
々
竿
冷
の
刻
ム
口
で
生
産
さ
れ
る
。
こ

れ
に
勤
し
、
名
古
屋
市
で
は
、
土
記
二
地
医
か
ら
供
恰
さ
れ
る

京
地
の

k
繍
付
と
、

大
工
場
の
一
賞
作
業
に
上
る
倫
出
向
製
品

の
大
量
畳
一
医
と
が
F
U
U
れ
マ
ゐ
『
心
。

か
L

る
相
設
は
'
抑
制
た
る

理
由
に
基
づ
い
て
生
じ
た
も
の
で
る
ら
う
か
。

相
違
の
理
由
は
、
云
ふ
ま
で
も
な
く
、
立
地
因
子
の
差
異
に

存
ず
る
。
そ
し
て
.
こ
の
場
合
、
立
地
因
子
は
絶
叫
制
的
で
な
く
・

二
重
の
意
味
に
沿
い
て
、
相
叫
割
的
に
考
察
せ
ね
ば
な
ら
ね
。
査

し
、
第
一
に
、
我
が
国
民
経
済
の
進
歩
護
展
に
伴
友
っ
て
、
需

要
の
性
質
・
数
量
、
生
産
技
術
、
運
送
扶
況
、
何
れ
も
歴
史
的

に
著
し
い
捕
償
還
を
見
せ
て
ゐ
る
か
ら
で
あ
る
。
第
二
に
、
瀬
戸
・

名
古
屋
共
に
瀬
戸
産
の
粘
土
を
使
用
し
、
東
濃
の
生
産
に
係
る

素
地
が
名
古
屋
で
上
給
付
さ
れ
る
と
云
ふ
風
に
、
一
二
一
地
匝
相
互

第
三
十
八
巻

第一一一蹴

一一一九

七
五
九

。
甘

H
I
M
 

-ノ-L
 
7

。
、一見

C
L
L
 

対
Z
J
ノ

調
一
叶

戸

、ス
器
開
磁
=
陶
静
の
土
近
及
附
時
属
。

磁
古
描

陶
名
前

局
局
局

輸
道
道

運
織
織

省
屋
屋

道
古
古

銭
名
名

)
〉
〉

Z

2

3

 



陶
業
に
お
け
る
瀬
戸
・
東
漣
・
名
古
屋
の
関
係

聞
に
切
貨
危
競
争
闘
係
、
緊
密
た
連
絡
闘
係
が
る
り
、
と
の
閑

に
あ
っ
て
各
立
地
因
子
が
各
々
そ
の
特
色
を
護
衛
し
て
ゐ
る
の

だ
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
で
発
時
代
の
鍵
還
は
各
地
匝
の
陶
磁
業

に
如
何
な
る
礎
化
を
輿
へ
た
か
、
か
く
帥
変
化
し
た
陶
磁
業
は
他

の
地
区
に
如
何
た
る
影
響
を
及
ぼ
し
た
か
。
と
れ
ら
視
角
か
ら

濃
尾
の
陶
磁
業
を
瞥
見
し
ゃ
う
ー
と
思
ふ
。

明
治
以
前
の
分
布
概
況

維
新
前
に
お
い
て
は
、
一
二
地
匝
の
内
、
名
古
屋
は
翠
に
市
場

の
一
た
る
に
止
ま
り
、
陶
磁
器
の
生
産
は
瀬
戸
・
東
濃
に
限
ら

れ
、
特
に
瀬
戸
が
犬
部
分
を
占
め
た
。

瀬
戸
市
或
は
そ
の
附
近
は
、
上
古
既
に
套
器
を
出
し
た
形
越

が
あ
h
、
特
に
向
胞
加
勝
四
郎
元
衛
門
の
定
住
後
、
子
孫
蔓
延

し
、
向
器
就
中
茶
器
の
産
地
と
し
て
名
撃
を
博
し
て
ゐ
た
。
併

し
、
多
量
の
製
品
を
庚
〈
供
給
し
て
、
西
の
有
国
を
凌
ぐ
に
至

っ
た
と
同
時
に
、
現
在
か
ら
遡
及
し
て
立
地
事
情
を
比
較
的
明

瞭
に
辿
り
得
る
の
は
、
享
和
年
問
、
加
藤
氏
吉
が
磁
器
製
造
を

停
へ
て
以
来
の
事
に
属
す
る
。
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瀬
戸
陶
磁
業
の
第
一
の
基
礎
は
、
良
好
た
粘
止
と
豊
富
な
燃

料
と
の
存
在
で
あ
っ
た
。
詳
言
す
れ
ば
、
黒
雲
母
花
嵐
岩
の
分

解
に
よ
っ
て
生
じ
た
蛙
目
粘
土
、
花
崩
岩
の
細
片
が
低
所
に
堆

積
し
、
多
量
の
炭
質
物
を
含
む
に
至
っ
た
木
節
粘
土
、
何
れ
も

粘
性
に
富
み
、
耐
火
力
強
く
、
優
秀
た
原
料
で
あ
ふ
下
と
れ
ら

粘
土
は
‘
峰
田
が
水
簸
す
れ
ば
二
割
内
外
と
な
る
と
一
五
ふ
風
に
、

精
製
に
よ
っ
て
悲
し
〈
重
円
現
在
減
己
、
叉
精
製
後
は
直
ち
に
成

型
・
焼
成
を
-
接
す
る
か
ら
、
陶
磁
業
を
そ
の
産
地
に
問
定
せ
し

め
た
。
叉
、
殺
熟
量
が
比
較
的
大
き
く
、
焔
が
長
い
た
め
に
、

接
篭
の
燃
料
と
し
て
快
く
ぺ
か
ら
ぎ
る
黒
松
も
、
現
在
と
異
な

り
、
四
期
の
山
地
に
豊
富
で
あ
っ
た
が
、
と
れ
は
、
生
産
過
程

中
に
沿
い
て
完
全
に
重
量
を
喪
失
す
る
事
と
て
、

一
屠
強
く
生

産
を
索
引
し
た
。
第
こ
に
は
、
陶
組
以
来
の
体
統
に
養
成
さ
れ

た
熟
練
友
工
人
が
る
っ
た
。
中
頃
製
磁
の
開
始
の
如
き
劃
期
的

左
出
来
事
が
あ
っ
た
と
は
云
ふ
も
の
へ
足
糠
櫨
・
安
竃
に
よ

る
形
式
が
数
百
年
に
一
旦
っ
て
殆
ん
ど
鑓
化
せ
や
、
科
皐
的
た
虚

理
は
不
可
能
で
、
専
ら
停
来
の
技
能
に
侯
つ
有
様
で
あ
っ
た
か

ら
、
立
地
因
子
と
し
て
の
工
人
の
意
義
は
‘
原
料
に
勝
る
と
も

愛知隠商品陳列所、愛知県長白作事工業、一士3言。
名古屋鍛造局、前損、ニ頁。名古屋市編、名古屋史要、一三九頁。
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決
し
て
劣
る
も
の
で
は
友
か
っ
た
。

第
三
に
、
歴
代
の
領
主
何
れ
も
有
力
者
で
、
向
磁
業
の
保
護

統
制
に
努
力
す
る
と
同
時
に
、
他
の
競
争
を
よ
く
防
医
す
る
だ

け
の
力
を
具
え
て
ぬ
た
o
保
議
統
制
で
は
、
織
悶
信
長
・
徳
川
義

直
に
つ
い
て
も
種
々
の
事
績
が
停
へ
ら
れ
て
ゐ
る
け
れ
ど
も
、

特
に
債
倒
的
に
た
っ
た
の
は
、
製
磁
開
始
以
後
で
あ
り
・
そ
の

手
段
と
し
て
は
.
燃
料
の
供
給
佐
他
保
し
た
森
林
行
政
の
如
を

を
も
宥
蝿
し
得
政
い
が
、
最
も
有
殺
に
作
用
し
た
り
は
、
市
場

と
の
連
絡
を
可
能
に
し
た
専
賓
制
度
で
あ
る
。
一
死
・
凍
1

陶
磁
器

は
、
古
く
は
日
常
品
よ
り
は
岨
・
ゐ
脊
修
川
町
に
属
し
、
債
格
が
高

い
た
め
に
、
市
場
か
ら
か
な
り
蓮
隔
の
地
結
で
も
生
産
さ
れ
得
.

殊
に
磁
器
は
硬
皮
高
〈
.
一
唐
大
き
た
運
送
性
を
示
し
て
ゐ
た
。

併
し
、

一
般
に
運
輸
・
渦
信
が
帯
以
遠
せ
や
、
割
減
的
授
精
榊
・
制

度
の
」
行
力
な
時
代
に
あ
っ
て
、
遠
隔
の
市
場
に
多
量
の
供
給
を

行
ふ
こ
と
は
容
易
で
た
か
っ
た
が
、
尾
州
藩
の
専
費
制
度
は
、

よ
く
こ
れ
が
方
法
を
興
へ
た
の
で
る
る
2

部
ち
、
藩
は
瀬
戸
に

取
締
役
を
置
い
て
陶
竃
註
管
場
せ
し
め
、
製
品
は
樹
戸
で
直
ち

に
販
賀
す
る
こ
と
を
許
さ
守
、
悉
く
名
古
屋
・
江
戸
の
減
冗
商

陶
業
に
お
け
る
瀬
戸
・
東
浪
・
名
古
屋
白
関
係

人
に
廻
越
せ
し
め
た
。
そ
じ
て
、
誠
元
は
、
か
く
専
賓
の
特
擁

を
奥
へ
ら
れ
た
代
償
に
、
販
路
の
維
持
・
療
張
に
努
力
じ
、
支

那
躍
の
央
須
を
長
崎
で
購
入
す
る
等
、
市
場
と
の
連
絡
を
闘
滑

に
す
る
義
務
を
課
せ
ら
れ
て
ゐ
も
か
く
保
湾
統
制
す
る
反
面

に
、
他
の
競
争
を
排
除
す
る
手
段
と
し
て
、
陶
磁
業
者
の
移
住

を
禁
じ
、
古
〈
義
直
時
代
に
は
、
戦
乱
宇
一
美
濃
に
避
け
て
ゐ
た

陶
岨
の
子
孫
を
蹄
還
せ
し
め
、
加
藤
氏
吉
が
熱
田
新
旧
に
築
竃

し
た
際
に
も
、
瀬
戸
業
者
の
願
を
得
れ
、
瀬
戸
に
移
耕
せ
し
め

》

》

怜
J

『

tzzw
東
濃
は
、
瀬
戸
と
地
韻
き
で
る
り
、
立
地
保
件
も
略
h
等
し

い
か
ら
、
瀬
戸
陶
工
の
移
住
・
築
篭
が
屡
々
一
行
は
れ
た
の
も
、
自

然
の
勢
で
あ
っ
た
。
併
し
、
藩
は
、
瀬
戸
と
の
闘
係
上
、
竃
数

を
僅
か
に
限
定
し
.
製
川
聞
も
美
濃
焼
と
桝
す
る
と
と
を
許
さ
や
.

頼
戸
物
と
同
一
の
誠
一
冗
に
版
妻
せ
し
め
た
。
そ
の
結
山
市
、
東
濃

れの
る向
に磁
至業
ら』主
主主 、
か産
つ額
たも
の少
でな
あい
弘、許
川り

で
た
く

一
般
に
認
め
ら

要
す
る
に
、
維
新
前
に
あ
っ
て
は
.
瀬
戸
・
東
濃
、
特
に
前

者
は
、
豊
富
友
資
源
、
祖
先
侮
来
の
技
能
‘
震
政
者
の
保
護
に
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陶
業
に
お
け
る
瀬
戸
・
東
滋
・
名
古
屋
の
閥
係

上
っ
て
、
園
内
市
場
に
優
越
な
地
歩
を
占
め
て
ゐ
た
。
併
し
、

鎖
国
封
建
制
度
に
件
友
ふ
制
約
の
た
め
に
、

一
定
限
度
以
上
の

褒
建
は
阻
止
さ
れ
て
居
り
、
立
地
の
推
移
は
少
し
も
容
認
さ
れ

友
か
っ
た
の
で
あ
る
。

名
古
屋
に
お
け
る
よ
繍
付

か
L

あ
制
戸
如
来
諜
hu
澗
」
」
引
が
政
れ
、
従
来
取
た
ら
市
揚
に

止
ま
つ
も
江
名
古
屋
が
生
産
に
干
興
す
る
に
至
っ
た
の
は
、
云
ふ

ま
で
も
友
〈
、
封
建
制
度
の
崩
壊
に
よ
る
皆
業
の
自
由
を
前
提

と
す
る
が
、
こ
の
前
提
の
下
に
沿
い
て
帥
変
化
を
質
際
に
愛
生
せ

し
め
た
根
本
動
因
は
、
市
揚
の
抜
大
ベ
就
中
外
岡
貿
易
の
渡
展

に
よ
る
大
量
需
要
の
愛
生
で
あ
る
。

瀬
戸
系
統
陶
磁
器
の
貿
易
は
、
安
政
年
問
、
一
口
井
の
手
で
行

は
れ
た
瀬
戸
産
食
器
の
米
国
輸
出
を
暗
矢
と
す
hv
。
そ
し
て
、

逸
羊
〈
明
治
問
年
瀬
戸
に
瀬
戸
物
商
枇
を
奥
し
、
七
年
東
京
に

支
出
納
を
設
け
、
十
四
年
ハ
乙
れ
を
横
演
に
移
し
て
職
出
を
行
っ
た

瀧
鵬
首
向
次
郎
の
如
き
肌
も
存
在
す
る
け
れ
ど
も
、
瀬
戸
の
陶
業

者
は
、
一
般
に
、
問
屋
の
来
訪
を
受
け
、
ゐ
た
が
ら
取
引
す
る

第
三
+
八
巻

七/、

第

童話

慣
例
で
あ
っ
た
か
ら
、
輸
出
業
務
は
専
ら
横
演
或
は
紳
戸
の
貿

易
商
の
手
に
蹄
し
た
。
そ
し
て
、
と
れ
ら
貿
易
業
者
は
陶
磁
器

専
問
で
は
友
か
っ
た
か
ら
、
瀬
戸
・
東
濃
に
進
出
す
る
こ
と
は

で
仕
入
れー
を般
行商
てコ 口町げ

た12)の
。市

揚
Tζ 
る
名
古
屋
に
支
屈
を
設
け

と

L 

せ
や
、輪

出
口
聞
は
賞
初
は
花
瓶
即
置
物
等
骨
董
的
な
も
の
に
限
っ
た

が
、
次
第
に
縫
化
し
恥
、
貨
同
川
向
山
川
食
絡
が
巾
心
主
占
め
る
に

至
っ
た
。
従
っ
て
、
統
一
的
危
大
量
製
品
が
要
求
さ
れ
る
に
劃

し
、
瀬
戸
・
東
濃
の
小
規
模
友
陶
磁
業
は
、
と
の
要
求
に
感
じ

た
供
給
は
行
ひ
得
た
い
。
そ
の
結
果
、
明
治
六
年
頃
か
ら
、
名

古
屋
で
、
輸
出
業
者
或
は
輸
出
問
屋
と
闘
連
ル
て
、
所
調
錦
寵

に
上
る
ト
橋
付
の
帯
以
遠
を
見
る
乙
と
h

友
っ
た
。

土
精
付
が
名
古
屋
を
立
地
と
し
た
の
は
、
次
の
如
き
事
情
の

競
合
に
基
づ
く
。
第
一
に
、
意
匠
が
兎
大
た
意
義
を
有
し
、
問

屋
の
考
案
通
り
、
且
つ
秘
密
を
守
っ
て
給
付
さ
れ
る
必
要
か
ら
、

問
屋
と
遠
く
隔
た
る
と
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
第
二
に
、
上
総

付
を
行
ふ
峨
人
は
、
品
川
谷
・
京
都
の
移
住
者
で
、
山
聞
に
居
住

す
る
と
と
を
好
ま
た
い
。
第
三
花
、
原
料
の
貯
蔵
、
減
刑
間
後
の

愛知際、愛知臨奥、第十編、八五頁。瀬戸町誌、七一五。
名古屋市勧鵠謀、前摘、五頁。
名古屋市勧業謀、前摘、八開頁。鋪道省運輸局、港湾』鍛i世と白関係調書、
第ー輔、五四頁。
名古屋盟主道局 前橋、二貰。陶磁器及土器=閥スル調官e阿二頁。商工者商
務局、本邦輸出陶磁器取引情品、六頁、 -0頁以下。熊深一氏、陶磁器工業、

10) 

h) 
12) 

13) 



乾
燥
等
が
不
要
た
た
め
に
、
飴
り
曲
四
い
揚
所
を
要
せ
や
、
特
に

電
気
焼
成
が
行
は
れ
て
後
は
、
煤
煙
を
護
散
す
る
こ
と
な
く
、

手
軽
に
行
ひ
得
弘
“
以
上
が
重
注
理
由
で
あ
る
。

上
給
付
の
経
管
形
態
と
し
て
は
、
問
屋
専
属
の
給
付
業
者
が

自
宅
で
行
ふ
も
の
と
、
問
屋
の
経
替
す
る
小
工
場
で
行
ム
も
の

と
が
あ
り
、
横
潰
・
紳
戸
で
は
前
者
が
普
通
で
あ
る
に
封
し
、

名
百
屋
は
主
に
後
の
形
態
に
上
配
。
蓋
し
・
上
織
付
の
針
的
棋
が

賞
用
的
左
大
量
製
口
川
で
あ
る
が
た
め
に
、
人
的
技
巧
上
り
も
物

的
設
備
わ
方
が
葺
要
た
E

A
舵
来
イ
〈
。

上
精
付
が
名
古
屋
で
行
は
れ
る
に
五
つ
で
も
、

乙
れ
に
要
す

る
素
地
は
、
従
来
の
陶
業
地
た
る
湘
戸
・
東
濃
の
供
給
に
侠
つ

た
。
何
故
と
云
ふ
花
、
一
素
地
は
学
製
品
の
常
と
し
て
共
通
牲
に

官
む
た
め
に
、
そ
の
生
産
は
、
問
屋
と
隔
た
る
こ
と
を
さ
ま
で

主
肉
痛
と
せ
歩
、
原
料
た
る
粘
土
、
燃
料
た
る
松
薪
の
牽
引
力
を

強
く
感
ゃ
る
か
ら
で
あ
る
。

併
し
、
素
地
供
給
地
と
し
て
観
察
す
る
と
き
、
瀬
戸
と
東
濃

と
は
か
た
伊
保
件
を
具
に
す
る
。
先
づ
瀬
戸
は
粘
土
の
獲
得
に

不
使
で
あ
る
。

と
れ
は
二
事
情
に
基
づ
く
。
邸
ち
、
第
一
に
、

陶
業
に
お
け
る
瀬
戸
・
東
溢
・
名
古
屋
白
関
係

粘
土
の
採
掘
は
数
百
年
績
行
さ
れ
た
上
に
、

と
れ
と
松
林
の
疏

伐
に
よ
っ
て
年
中
る
山
林
の
荒
廃
、
下
流
の
水
容
を
防
止
す
る

た
め
、
砂
防
工
事
が
施
行
せ
ら
れ
た
結
果
、
粘
土
の
採
掘
は
大

い
に
制
限
さ
民
、
到
底
需
要
の
増
大
に
感
じ
符
た
い
。
第
二
に
‘

粘
土
の
採
掘
摘
が
少
数
に
限
定
さ
れ
て
ゐ
る
許
り
で
た
く
、
製

士
業
は
、
精
製
に
よ
る
歩
減
り
が
著
し
く
、
叉
、
土
漉
機
械
そ

の
他
か
友
り
ム
へ
た
る
機
械
設
備
を
要
し
、
且
つ
品
質
を
統
一
せ

し
め
ね
ば
た
ら
ね
が
た
め
に
、
抑
制
地
に
集
中
し
て
ゐ
る
。
と

J

“
ト
j

J

れ
わ
酢
幸

l

古
来
の
町
公
箭
以
総
べ
て
山
政
側
併
の
地
附
削
v
l

山山〈

散
在
し
て
ゐ
る
し
、

近
時
の
築
迭
に
在
る
石
炭
竃
は

石
炭
が

名
古
屋
か
ら
供
給
さ
れ
る
闘
係
上
、
瀬
戸
の
商
縁
に
多
い
。
従

っ
て
、
判
決
土
業
と
竃
と
は
か
た
り
隔
た
り
、
多
額
の
運
送
費
を

要
す
か
。
然
る
に
、
東
濃
で
は
、
粘
土
が
豊
富
な
上
に
、
産
出

す
る
原
土
の
品
質
に
感
じ
て
、
村
落
毎
に
製
口
聞
を
良
一
に
す
る
か

か
h
る
不
利
は
存
注
し
た
い
。

ら

申
引
に
、

瀬
戸
は
持
働
者

が
之
し
く
、
他
か
ら
移
住
し
た
持
働
者
を
使
用
し
て
粘
土
の
採

に掘
封
し成
、型

霊焼
で 31
L毛布
文は
ね

子
ば
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務
ら

者
Hユ

rD 
b た
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陶
業
に
お
け
る
瀬
戸
・
東
浪
・
名
古
屋
の
関
係

知
さ
れ
る
遁
り
、

一
家
象
っ
て
持
働
す
る
も
の
が
多
く
、
持
働

費
が
少
〈
て
済
む
。
そ
の
他
、
登
建
が
濯
い
た
め
に
合
現
化
の

容
易
で
あ
っ
た
腕
係
も
あ
り
、
素
地
生
産
に
沿
い
て
は
、
東
濃

が
喧
曜
か
に
瀬
戸
を
凌
ぎ
、
陶
索
、
全
般
と
し
て
、
維
新
前
と
主
客

位
置
を
顛
倒
し
た
の
で
あ

V
ロ

上
給
付
は
、
瀬
戸
系
統
陶
磁
器
の
大
量
商
品
化
に
一
階
段
を

同
国
，

.co
時

T

，
L
唱

h

〉

d
y
u
R
h人
、

四

リ

3
一
u

戸剤、
b
b
ト
γ
L
1広
E

ム

〉

-H咽

4
t
d
R
1
7
4
1
2
U
白
青
白
ト
ト
目

h
Eー
と
書
却
制
高
革
、

t
u芽

害
が
一
致
し
難
〈
、
製
品
を
翠
に
外
形
的
に
統
一
す
る
に
止
ま

り
、
買
に
向
上
せ
し
め
る
乙
と
は
不
可
能
で
あ
る
か
ら
、
大
工

揚
生
産
隠
至
る
一
の
過
渡
形
態
と
考
へ
ら
れ
る
。
従
っ
て
、
現

在
で
も
相
営
盛
に
行
は
れ
て
ゐ
る
け
れ

E
も
、
そ
の
製
品
は
支

那
・
蘭
領
印
度
等
東
洋
・
南
洋
向
の
、
さ
ま
で
高
級
な
る
を
要

じ
-
な
い
も
↑
の
を
主
と
し
、
経
営
の
規
模
も
小
さ
〈
、
数
で
は
一

貫
作
業
乞
行
ふ
大
工
局
を
逢
に
越
え
て
ゐ
る
に
拘
ら
歩
、
産
額

で
は
と
れ
に
及
ば
・
及
川
。

要
す
る
に
、
輪
出
向
の
大
量
製
品
を
生
産
す
る
必
要
か
ら
、

上
給
付
が
行
は
れ
る
に
至
っ
て
、
従
来
軍
な
る
一
市
場
に
止
ま

っ
た
名
古
屋
が
生
産
部
門
に
子
興
し
、
瀬
戸
・
東
濃
の
素
地
生

第
三
十
八
巻

七
代
四

第

披

PH 

産
と
一
種
の
分
業
献
態
を
形
成
し
た
。
併
し
、
と
れ
は
、
文
字

通
り
表
面
僅
か
の
崎
製
化
に
止
ま
り
、
そ
の
影
響
と
し
て
、
瀬
戸
・

東
躍
が
そ
の
位
置
を
顛
倒
し
た
事
賓
の
方
が
、
寧
万
顕
著
た
の

で
あ
る
。

名
古
屋
に
お
け
る
大
工
場
生
産

爾
後
の
穏
化
に
つ
い
て
も
、
種
々
の
原
因
を
列
場
し
得
る
で

あ
ら
う
が
、
根
本
的
友
動
因
は
、
や
は
り
、
外
国
貿
易
の
設
展

に
基
づ
く
需
要
の
嬰
化
、
即
ち
、
且
果
的
な
増
加
と
質
的
危
向
上

と
で
あ
る
。

名
古
屋
陶
磁
器
輸
出
の
足
跡
を
具
閥
的
に
辿
る
と
、
先
づ
、

日
露
戦
役
前
後
、
他
の
多
〈
の
商
品
と
歩
調
を
一
に
し
て
増
加

じ
、
突
い
で
、
明
治
四
十
年
名
古
屋
開
港
の
頃
、
輸
出
機
闘
が
弐

第
に
整
備
し
た
と
と
も
、
そ
の
勢
を
助
け
た
。
夏
K
.
世
界
大
戦

に
よ
っ
て
世
界
の
向
磁
器
園
た
る
英
獅
か
ら
の
供
給
が
杜
絶
し

た
際
、
と
れ
に
代
っ
て
、
南
洋
・
米
岡
等
の
市
場
K
進
附
し
た

と
と
は
、
大
阪
三
年
及
び
五
年
の
輪
同
数
量
の
大
飛
障
に
よ
っ

て
、
明
瞭
に
看
取
さ
れ
る
。
叉
、
開
港
後
と
雌
も
、
大
疋
末
年

時事新版社略梼部、中小産業の情路、三四一頁。
陶磁器及土器品開スル調査、二五頁。
陶磁器及土器=鴨"-，レ調査、六二頁。
商工直商務局、前掲、九八頁以下。



ま
で
は
、
港
湾
設
備
の
関
係
上
、
米
園
輸
出
は
、
静
で
四
日
市

港
に
搬
出
し
、
と
L
で
本
舶
に
積
替
へ
る
を
要
し
.
名
古
屋
港
か

ら
の
直
輸
出
は
、
南
洋
・
東
洋
向
だ
け
に
限
ら
れ
て
ゐ
加
。
所

が
、
第
三
期
工
事
の
完
成
に
よ
っ
戸
、
紐
宵
航
路
に
従
ふ
一
高

噺
級
船
舶
の
入
港
が
可
能
と
な
つ
も
か
ら
.
米
国
輸
出
が
便
宜

と
な
り
、
大
い
に
促
進
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
輸
出
数
量
が
会

酬
聞
と
し
て
大
い
に
増
加
し
た
許
り
で
松
〈
、
品
質
の
黙
で
、
高

級
品
の
占
め
る
剖
ん
口
が
h
Y
7

一
〈
た
っ
た
。

需
要
の
か
h

る
費
化
に
感
や
る
が
た
め
、
生
産
の
機
械
化
が

貧
現
ず
る
こ
と
k
友
っ
た
。
詳
言
す
れ
ば
、
同
一
形
状
に
成
型

す
る
た
め
、
明
治
悶
汁
年
頃
か
ら
、
電
気
を
動
力
と
す
る
機
械

駿
輔
の
使
用
が
始
ま
れ
、
叉
、
次
第
に
遠
隔
の
地
か
ら
供
給
さ

れ
、
従
っ
て
高
慢
と
な
っ
た
松
薪
の
代
り
に
石
炭
を
用
ひ
、
火

皮
の
均
一
た
高
熱
焼
成
に
よ
っ
て
高
級
の
大
量
製
品
を
得
ん
が

矯
め
に
、
略
々
時
を
同
じ
う
し
て
、
石
炭
竃
が
普
及
さ
れ

h
。

と
の
内
、
機
械
糠
櫨
は
比
較
的
簡
翠
な
設
備
で
あ
る
か
ら
、
さ

ま
で
影
響
し
友
か
っ
た
に
封
し
、
石
炭
竃
は
、
陶
磁
業
に
と
っ

て
最
も
重
大
な
熱
経
済
の
根
本
に
燭
れ
、
し
か
も
筒
草
で
小
規

陶
業
に
担
け
る
瀬
戸
・
東
漣
・
名
古
屋
白
関
係

模
の
も
の
か
ら
、
二
段
に
築
き
、
下
段
で
本
爆
を
行
び
、
そ
の

徐
熱
を
上
段
の
素
焼
に
使
則
す
る
も
2
の
ま
で
、
大
小
の
差
が
甚

し
く
、
従
っ
て
、
必
然
的
に
経
替
規
模
の
相
迭
を
頼
著
に
し
た
。

印
ち
、
機
械
設
備
を
完
全
に
し
、
高
級
製
品
を
大
量
に
生
産
す

る
大
工
場
と
、
持
働
力
を
頼
み
に
、
債
格
の
低
廉
な
と
と
を
利

し
て
販
路
を
維
持
蹟
張
ぜ
ん
と
す
る
小
経
営
と
が
、
針
立
す
る

に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

大
工
場
制
は
、
先
づ
、

名
古
屋
の

h
給
付
に
行
は
れ
た
が
、

安
第
に
素
地
生
産
に
進
出
し
、
名
古
屋
で
素
地
か
ち
金
製
品
ま

で
一
貫
的
に
製
治
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
と
の
聞
に
作
用
し
た
も

の
と
し
て
は
、
次
の
如
き
事
情
が
数
へ
ら
れ
る
。
第
一
に
、
上

給
付
と
素
地
生
産
と
を
分
離
し
た
形
態
で
は
、
利
害
の
針
立
が

あ
っ
て
、
製
品
を
充
分
統
一
し
、
高
級
化
し
得
な
い
。
第
二
に
、

石
炭
を
得
る
の
に
名
古
屋
の
大
工
場
の
方
が
有
利
で
る
る
。

蓋
し
、
瀬
戸
・
東
横
は
、
搬
入
港
湾
と
隔
っ
て
ゐ
る
許
り
で
た

く
、
中
小
経
営
で
回
収
が
困
難
友
た
め
、
炭
償
中
に
多
く
の
保

田

険
料
を
含
む
か
ら
で
あ
る
。
第
三
に
、
生
産
の
機
械
化
に
よ
っ

て
、
停
来
の
技
術
を
鰻
得
し
た
エ
人
の
意
義
が
減
じ
、
却
っ
て
‘

第
三
十
八
巻

七
六
五

第

競

一
三
五

木邦語車道m社曾及経理撃に及ぼせる影響、一0三ヒ頁。湾海と告書道と D関係調
書、第一輯、五五頁。
愛知軍基内務部、愛知賂商工要賀、 -i¥).:以下。
開田氏、近代田陶磁器と窯業、二七頁。
盟国氏、前掲、二VY頁以下。
商工省商務局、前掲、一五頁。稲垣氏、地理上主 H凡たる愛知膝D粘土工業
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陶
業
に
和
け
る
瀬
戸
・
東
浪
・
名
古
屋
の
閥
係

新
式
の
教
養
を
具
へ
た
技
術
者
、

一
般
の
持
働
者
が
重
要
に
た

っ
た
。
そ
し
て
、
技
術
・
弊
働
者
を
庚
〈
求
め
る
と
と
L

た
れ

ば
、
交
通
の
剤
費
路
に
首
り
、
人
口
の
集
中
し
て
ゐ
る
名
古
屋
が
、

山
聞
に
僻
在
す
る
瀬
戸
・
東
鑓
に
、
遥
か
に
卓
越
し
て
ゐ
る
の

で
あ
る
。

階
、
粘
土
の
闘
係
で
は
、
認
貨
及
ぴ
歩
減
む
の
酌
闘
で
、
名
古

院
は
淵
戸
。
東
川
艇
に
一
歩
を
譲
ら

y
る
そ
件
Jr
・
縦
り
J
L
・

の
不
利
を
な
る
ぺ
〈
軽
減
せ
ん
が
た
め
に
、
工
場
敷
地
と
し
て

大
曾
根
・
千
種
等
市
り
東
郊
が
選
聾
さ
れ
る
有
様
で
あ
っ
た
。

『
t
、

丹
治

ζ

の
不
利
は
、
聞
も
友
〈
消
滅
し
た
。
そ
の
原
因
は
や

は
り
需
要
の
餐
化
で
あ
る
。
詳
言
す
れ
ば
、
輸
出
の
大
い
に
培

加
し
た
世
界
大
戦
賞
時
か
ら
、
製
品
の
便
度
を
高
め
る
と
と
が

必
要
と
左
り
、
そ
の
止
め
原
料
中
に
多
量
の
長
石
質
が
配
合
せ

四

ら
れ
る
こ
と
込
友
っ
た
。
長
石
は
東
濃
に
も
幾
分
産
出
す
る
け

れ
ど
も
、
讃
岐
・
幅
島
等
他
地
方
に
庚
〈
求
め
ね
ば
左
ら
宇
、

特
に
石
英
相
両
岩
の
分
解
に
よ
っ
て
生
成
し
た
天
草
石
が
盛
に

使
用
さ
れ
る
。
所
で
、
小
舶
に
よ
っ
て
佐
世
保
に
積
出
し
、
と

L

で
汽
舶
に
積
替
へ
て
名
古
屋
港
に
総
議
さ
れ
る
天
草
石
に
つ 一・1・

〈叫

第
一
一
ア
ヤ
八
巻

七
六
六

第

盟主

六

い
て
は
勿
論
、
原
料
を
庚
〈
各
地
に
求
め
る
上
か
ら
は
、
海
陸

運
輸
系
統
の
集
合
結
た
る
名
古
屋
の
方
が
、

一
般
に
使
宜
と
な

、J9-

。

〆

サ

f要
す
る
に
、
成
く
原
料
を
諸
地
方
に
求
め
、
輸
出
向
の
高
級

左
大
量
製
品
を
、
繋
備
し
た
機
機
的
設
備
に
よ
っ
て
、
一
質
的
に

生
産
す
る
大
工
場
は
、
怒
〈
名
古
屋
佐
立
地
と
し
、
絞
っ
て
、

濃
尾
陶
磁
業
の
信
一
心
が
と
u
h

に
移
動
す
る
と
云
ふ
喰
大
た
結
果

を
来
[
央
《
側
1
、
か
-
A

る
大
工
場
は
、
総
凍
め
中
小
評
瞥
め

販
路
を
奪
ひ
、
と
れ
に
取
っ
て
代
っ
た
諜
で
は
校
〈
、
主
に
、

新
に
開
拓
さ
れ
た
需
要
を
白
巳
の
分
野
と
し
た
の
で
あ
る
。

結

言

以
上
の
如
き
経
絡
を
経
て
、
現
在
で
は
、
瀬
戸
系
統
の
製
品

中
に
は
、
度
く
各
地
に
原
料
を
求
め
、
最
新
式
の
技
術
・
設
備

を
利
用
し
た
.
世
界
の
一
流
製
品
を
見
る
ζ

と
L
た
っ
た
が
、

と
の
部
門
は
名
古
屋
を
立
地
と
す
る
。
他
国
、
品
質
よ
り
も
債

格
の
低
廉
を
求
め
る
外
園
需
要
も
少
か
ら
十
、

と
れ
に
謝
し
て

は
、
名
古
屋
の
上
給
付
と
東
楼
を
主
'
と
す
る
素
地
生
産
と
が
、

(地噂撃署員材、第四輯、四七頁〉。
時事新報計鰭務部、前摘、三四一頁。
商工省商務局、前掲、一七頁以下。名古屋市勧業謀、前摘、二二頁6 砲同氏
前摘、四0頁
港書置と鍛道と白関係調書、第一輯、五三頁。30) 
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協
力
し
て
供
給
K
任
じ
て
ゐ
る
。
更
に
、
圏
内
需
要
に
慮
中
る

製
品
の
内
、
比
眼
的
統
一
さ
れ
て
ゐ
る
茶
漬
茶
碗
・
否
等
は
、

原
料
の
豊
富
友
東
獲
を
、
大
量
化
の
困
難
友
種
類
は
、
古
来
の

名
盤
、
従
来
の
顧
客
闘
係
を
積
む
瀬
戸
を
、
そ
れ
ぞ
れ
産
地
と

し
て
ゐ
る
。

勿
論
、
と
れ
は
嗣
式
的
た
観
察
の
結
果
た
る
に
止
ま
旬
、
各

地
区
何
れ
も
種
々
の
経
営
を
包
含
し
て
ゐ
る
。
併
し
、
大
揮
に

着
眼
す
れ
ば
、
上
忙
述
べ
た
相
違
は
見
紛
ふ
ぺ
く
も
友
〈
、

つ
ワ
ー
の
日
開
問
を
考
究
す
れ
ば
、
件
械
」
止
地
問
子
が
微
妙
に
絡
み

あ
っ
て
ゐ
る
中
で
、
需
要
の
数
量
・
性
質
が
特
に
頴
著
に
作
用

し
て
ゐ
る
事
貨
を
、
看
取
し
得
る
の
で
る
る
。

ロ

h
v
T
に
於
け
る
所
得
税
白
費
連
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